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大
久
保
家
資
料
「
覚
書
」
に
み
る
小
田
原
藩

伊
藤　

匠
（
当
館
学
芸
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
））

一　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
大
磯
町
郷
土
資
料
館
（
以
下
、
当
館
）
が
保
管
し
て
い
る
「
大
久
保
家
資

料
」
よ
り
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
作
成
さ
れ
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
筆

写
さ
れ
た
小
田
原
藩
に
関
す
る
「
覚
書
」
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る（
１
）。

「
大
久
保
家
資
料
」
は
、
小
田
原
藩
の
家
老
職
を
務
め
た
大
久
保
家
（
隅
の
大
久
保

家
と
称
さ
れ
る
）
が
収
集
作
成
し
た
資
料
群
で
、
所
有
者
で
あ
る
大
久
保
忠
旦
氏
よ
り

寄
託
を
受
け
て
い
る
。
現
在
、
江
戸
期
よ
り
昭
和
期
に
か
け
て
の
資
料
約
六
〇
〇
点
を

当
館
に
て
整
理
保
存
し
て
い
る
。

本
稿
で
扱
う
「
覚
書
」
は
、
享
保
三
年
時
点
の
小
田
原
藩
の
藩
領
、
小
田
原
城
、
関

所
な
ど
各
種
情
報
を
記
載
し
た
史
料
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
「
覚
書
」
の
内
容

は
、
小
田
原
市
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
一
九
世
紀
前
半
に
筆
写
さ
れ
た
「
現
成
院

様
御
覚
書
常
御
懐
中
被
遊
候
由
」（
以
下
、「
現
成
院
様
御
覚
書
」）
に
も
、
同
じ
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る（
２
）。

し
か
し
、「
覚
書
」
と
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
と
で
は
作
成
年
代
が
一
〇
〇
年
近
く

異
な
る
こ
と
や
、「
現
成
院
様
御
覚
書
」
に
は
無
い
記
述
が
い
く
つ
か
「
覚
書
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
覚
書
」
に
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
小
田
原
藩
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
覚
書
」
作
成
の
時
代
背
景
を
整
理
し
た
後
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
と
比
較
し
つ
つ
紹
介
し
、
小
田
原
藩
の
新
た
な
一
面
に
触

れ
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、本
稿
で
は
史
料
の
引
用
に
際
し
、必
要
に
応
じ
て
読
点
を
加
え
た
。ま
た
、〔　

〕

は
引
用
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

二　
「
覚
書
」
作
成
の
時
代
背
景

「
覚
書
」
の
原
本
が
作
成
さ
れ
た
享
保
三
年
当
時
の
小
田
原
藩
は
、
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
に
起
き
た
富
士
山
噴
火
に
よ
る
被
災
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
状
況
に

あ
っ
た
。
富
士
山
噴
火
を
受
け
て
、
小
田
原
藩
は
被
害
の
大
き
い
所
領
の
替
え
地
を
幕

府
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
享
保
元
年
に
な
る
と
、
幕
府
に
よ
る
酒
匂
川
の
堤
普
請
が
中

止
に
な
っ
た
関
係
で
、
替
え
地
の
一
部
が
小
田
原
藩
に
復
帰
し
た（
３
）。
所
領
が
本
格
的
に

藩
領
に
復
帰
す
る
の
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る（
４
）。

以
上
よ
り
、
享
保
三
年
に
作
成
さ
れ
た
「
覚
書
」
は
、
享
保
元
年
の
替
え
地
の
一
部

復
帰
を
受
け
て
、
藩
内
の
状
況
を
整
理
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

「
覚
書
」
は
明
和
四
年
に
筆
写
さ
れ
現
在
に
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
が
、
明
和
四
年
に

筆
写
し
た
理
由
は
「
覚
書
」
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、「
覚
書
」
の
文
末
に
、

「
右
御
覚
書
、
享
保
三
戊
戌
年
出
来
之
由
、
明
和
四
丁
亥
年
九
月
写
、
之
仍
右
戌
年
ゟ

五
十
年
ニ
成
ル
」
と
あ
る
た
め
、「
覚
書
」
作
成
か
ら
五
〇
年
経
過
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

文
書
の
保
存
の
た
め
に
筆
写
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
と
の
比
較

現
在
、
小
田
原
市
立
中
央
図
書
館
に
は
二
つ
の
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
が
保
管
さ
れ

て
い
る
。「
覚
書
（
現
成
院
様
御
覚
書
常
御
懐
中
被
遊
候
由
、
写
）」 （
旧
宇
佐
美
達
氏

所
蔵
文
庫
一
五
）
と
「
現
成
院
様
御
覚
書
常
御
懐
中
被
遊
候
由　

忠
方
公
」（
小
田
原

有
信
会
文
庫
二
〇
）
で
あ
る
。

前
者
は
、享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
「
近
藤
氏
〔
名
前
不
明
〕」 

に
よ
っ
て
、後
者
は
、

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
岡
本
弥
太
郎
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
原
本
は
不
明
で
あ
る
。「
現
成
院
様
」
と
は
、
小
田
原
藩
三
代
藩
主
大
久
保

忠
方
（「
覚
書
」
で
は
忠
英
と
表
記
さ
れ
る
）
で
あ
る
。
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大
久
保
忠
方
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
六
月
一
五
日
に
生
ま
れ
、
享
保
一
七
年

一
〇
月
三
日
に
没
す
る
。
藩
主
在
任
期
間
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
九
月
一
二
日

か
ら
没
年
月
日
ま
で
で
あ
る
。

二
つ
の
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
一
で
、
そ
の
構
成
は
小
田
原
城
の

構
造
、
備
蓄
米
、
武
具
、
関
所
、
箱
根
湖
（
芦
ノ
湖
）、
領
内
古
城
跡
、
里
程
、
軍
役
、

小
田
原
周
辺
の
名
所
、小
田
原
城
の
設
備
（
門
や
橋
な
ど
）、元
禄
一
六
年
の
元
禄
地
震
、

大
銭
通
用
に
関
す
る
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
の
触
書
、
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、「
覚
書
」
の
構
成
は
、
大
久
保
家
歴
代
当
主
お
よ
び
徳
川
将
軍
家
の
系
譜
、

領
知
目
録
、
備
蓄
米
、
小
田
原
城
の
構
造
、
武
具
、
関
所
、
箱
根
湖
、
領
内
古
城
跡
、

里
程
、
軍
役
、
小
田
原
周
辺
の
名
所
、
温
泉
地
な
ど
で
あ
る
。

享
保
三
年
に
作
成
さ
れ
明
和
四
年
に
筆
写
さ
れ
た
「
覚
書
」
と
享
和
二
年
や
文
政
六

年
に
筆
写
さ
れ
た
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
を
比
較
す
る
と
、
小
田
原
城
の
構
造
や
武
具

な
ど
、
内
容
が
同
一
の
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
さ
ら
に
、
記
述
の
順
番
や
武
具
の
数

量
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
た
め
、「
覚
書
」
と
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
は
同
一

の
原
本
か
ら
筆
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、「
覚
書
」
は
、
現
成
院
す
な
わ
ち
大
久
保
忠
方
が
享
保
三
年
に
作
成
し
た

文
書
を
明
和
四
年
に
筆
写
し
た
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、「
現
成
院
様
御

覚
書
」
の
原
本
は
享
保
三
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、「
覚
書
」
に
は
「
現
成
院
様
御
覚
書
」
に
あ
る
元
禄
地
震
に
関
す
る
詳
細

な
記
述
や
寛
永
五
年
の
触
書
の
記
述
が
無
く
、
一
方
、「
現
成
院
様
御
覚
書
」
に
は
「
覚

書
」
に
あ
る
大
久
保
家
の
系
譜
や
領
知
目
録
に
関
す
る
記
述
が
無
い
。

「
現
成
院
様
御
覚
書
」
が
大
久
保
忠
方
作
成
の
原
本
を
そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
の
で
あ

れ
ば
、「
覚
書
」
は
そ
の
原
本
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
筆
写
し
、
さ
ら
に
必
要
な
情

報
を
書
き
加
え
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
大
久
保
家
歴
代
当
主

「
覚
書
」
の
冒
頭
は
、
歴
代
の
大
久
保
家
当
主
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。『
寛
政
重
修

諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
大
久
保
家
の
出
自
を
藤
原
氏
道
兼
流
と
し
て
、
は
じ
め
は
宇
都

宮
氏
を
称
し
て
い
た
と
し
て
い
る（
５
）。
南
北
朝
期
に
宇
都
宮
泰
藤
と
い
う
者
が
三
河
国
上

和
田
に
住
み
、
そ
の
曾
孫
に
あ
た
る
宇
都
泰
昌
（
宇
都
宮
よ
り
改
姓
、
後
に
宇
津
に
改

姓
）
か
ら
、
徳
川
氏
の
祖
で
あ
る
松
平
氏
に
仕
え
始
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
数
代
後
の

宇
津
忠
俊
か
ら
、
大
久
保
氏
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
大
久
保
一
族
の
由

緒
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
今
後
も
史
料
の
発
掘
や
検
証
が
必
要
に
な
る
。

徳
川
家
康
の
関
東
移
封
に
伴
い
、
小
田
原
に
入
部
し
て
初
代
小
田
原
城
主
と
な
っ
た

大
久
保
忠
世
は
、
大
久
保
忠
俊
の
弟
で
あ
る
大
久
保
忠
員
の
子
で
あ
る
。
大
久
保
忠
世

の
子
で
二
代
城
主
の
大
久
保
忠
隣
は
、
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
に
讒
訴
に
よ
っ
て

改
易
と
な
る
。
大
久
保
忠
隣
の
孫
の
大
久
保
忠
職
は
、
父
大
久
保
忠
常
の
跡
を
継
い
で

武
蔵
国
騎
西
に
二
万
石
を
領
有
し
て
い
た
が
、幼
少
の
た
め
厳
罰
を
免
れ
た
。
そ
の
後
、

大
久
保
忠
職
は
美
濃
国
加
納
、
播
磨
国
明
石
、
肥
前
国
唐
津
と
転
封
を
重
ね
、
唐
津
に

て
没
す
る
。
そ
の
後
継
の
大
久
保
忠
朝
は
、
唐
津
よ
り
下
総
国
佐
倉
へ
と
転
封
に
な
り

九
万
三
千
石
を
領
す
る
。
さ
ら
に
、
大
久
保
忠
朝
は
、
大
久
保
忠
隣
以
来
の
老
中
職
に

も
復
帰
す
る
と
共
に
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
小
田
原
藩
へ
の
復
帰
を
果
た
す（

６
）。

以
降
、
藩
主
は
忠
増
、
忠
英
（
忠
方
）、
忠
興
、
忠
由
と
継
承
さ
れ
る
。
な
お
、「
覚

書
」
に
あ
る
大
久
保
家
の
系
図
に
は
、「
覚
書
」
の
原
本
が
作
成
さ
れ
た
享
保
三
年
以

降
の
藩
主
で
あ
る
忠
興
や
忠
由
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
明
和
四

年
に
筆
写
し
た
際
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
　
享
保
三
年
当
時
の
小
田
原
藩
領

「
覚
書
」
に
は
、
享
保
三
年
当
時
の
小
田
原
藩
の
領
知
目
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
領

知
の
合
計
は
「
高
拾
壱
万
石
三
千
百
弐
拾
九
石
七
升
」
で
、「
郡
数
合
十
三
郡
、
村
数
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合
百
五
十
一
ケ
村
」
と
な
っ
て
い
る
。
享
保
三
年
当
時
の
小
田
原
藩
領
と
石
高
に
つ
い

て
は
【
表
一
】
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
参
考
と
し
て
享
保
三
年
よ
り
約
三
〇
年
前
の

貞
享
三
年
の
領
知
目
録
を
併
記
す
る（
７
）。

「
覚
書
」
に
あ
る
領
知
目
録
は
、「
本

領
」
と
記
載
が
あ
る
た
め
、
宝
永
四
年

の
富
士
山
噴
火
の
際
に
替
え
地
と
し
て

幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
代
替
地
は
含
め

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
河

内
国
三
郡
二
六
村
は
元
禄
七
年
に
加
増

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
貞
享
三
年

の
所
領
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い（
８
）。
そ
の

他
、
貞
享
三
年
か
ら
享
保
三
年
に
か
け

て
、
村
数
に
多
少
の
変
動
が
あ
る
。

「
覚
書
」
に
は
小
田
原
藩
の
「
本
領
」

の
他
、「
新
田
改
出
シ
」
と
し
て
「
高

壱
万
千
八
百
弐
拾
石
七
斗
九
升
五
合
」

の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

享
保
三
年
当
時
の
小
田
原
藩
の
実
際
の

石
高
は
、
一
二
万
四
九
四
九
石
八
斗
六

升
五
合
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、「
覚
書
」
に
は
替
え
地
と
な
っ
た
「
御
代
地
」
の
記
述
も
あ
る
が
、
そ
の
郡

村
の
数
や
石
高
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。

六　

小
田
原
城
に
つ
い
て

小
田
原
藩
の
中
心
で
あ
る
小
田
原
城
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る（
９
）。

相
州
足
柄
下
郡
早
川
庄

一
、
小
田
原
城　

平
山
城　

江
戸
ゟ
坤
当

東
ハ
平
地
酒
匂
川
、
西
ハ
箱
根
山
、
南
ハ
海
、
北
ハ
大
山
之
方
山
続
キ

北
条
家
之
後
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
、
同
相
模
守
、
阿
部
備
中
守
、
其
後
御
番
城

近
藤
石
見
守
、
同
登
之
助
、
大
田
原
備
前
守
在
番
、
百
三
十
六
年
以
前
、
寛
文

〔
寛
永
〕
九
申
年
、
稲
葉
故
丹
後
守
拝
領
城
縄
張
仕
置
、
翌
年
従
公
義
御
普
請
被

仰
付
候
由
、
其
以
後
稲
葉
美
濃
守
、
同
丹
後
守
、
八
十
二
年
以
前
、
貞
享
三
寅
年
、

先
大
久
保
加
賀
守
拝
領
仕
、
曾
祖
父
加
賀
守
相
続
拝
領
仕
候
、
六
十
五
年
以
前
、

小
田
原
大
地
震
之
節
、
櫓
、
塀
、
石
垣
、
土
手
、
門
不
残
崩
、
其
上
出
火
在
之
、

本
丸
、
二
ノ
丸
焼
失
仕
候
ニ
付
、
曾
祖
父
加
賀
守
、
其
節
ゟ
御
改
申
上
段
々
如
元

普
請
仕
候
、
裏
手
之
方
塀
少
シ
残
置
候
ニ
付
、
普
請
成
就
之
御
届
未
不
申
上
候

裏
手
之
塀
成
就
享
保
六
辛
丑
年
極
月
、
御
城
成
就
之
届
有
之
候
、
但
寛
文
〔
寛

永
〕
九
申
年
ゟ
享
保
三
戌
年
迄
八
十
七
年
也

北
条
家
之
節
之
城
ハ
今
之
城
地
続
後
、
西
山
手
之
方
へ
か
け
、
曲
輪
部
相
見

ヘ
申
候

小
田
原
城
は
相
模
国
の
戦
国
大
名
北
条
氏
の
本
拠
で
あ
っ
た
後
、
大
久
保
忠
世
、
大

久
保
相
模
守
忠
隣
、
阿
部
備
中
守
正
次
が
城
主
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
臨
時
の
城
主
で

あ
る
城
代
と
し
て
、
近
藤
秀
用
ら
が
入
城
し
た
。
寛
永
九
年
、
稲
葉
丹
後
守
正
勝
が
小

田
原
に
入
部
、
小
田
原
城
の
「
縄
張
仕
置
」
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
稲
葉
美
濃
守
正
則
、

稲
葉
丹
後
守
正
通
が
藩
主
を
勤
め
、
貞
享
三
年
に
大
久
保
加
賀
守
忠
朝
が
小
田
原
に
入

部
す
る
。

元
禄
一
六
年
、
大
地
震
に
よ
っ
て
小
田
原
城
は
崩
壊
焼
失
す
る
。
藩
は
小
田
原
城
の

復
興
に
尽
力
す
る
が
、
享
保
三
年
時
点
で
は
「
裏
手
之
方
塀
」
の
修
復
が
完
了
し
て
い

な
い
た
め
、「
普
請
成
就
之
御
届
未
不
申
上
候
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
裏
手
之
方
塀
」

の
修
復
が
完
了
す
る
の
は
、
享
保
六
年
一
二
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

【表一】小田原藩領の比較
享保 3年（1718）

石高

50,826.312

12,317.796
4,067.296
16,671.409
19,246.257
10,000.000
113,129.070

村数

152

79
18
21
55
26
351

貞享 3年（1686）

石高

50,826.312

12,317.796
4,067.296
16,671.409
19,246.257

―
103,129.070

村数

162

70
17
22
54
―
325

郡名
足柄上・足柄下・

淘綾・高座
駿東
賀茂
芳賀
印南・加西・多可
交野・讃良・茨田
合計

国名

相模

駿河
伊豆
下野
播磨
河内
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な
お
、文
末
の
「
北
条
家
之
節
之
城
」
は
、現
在
の
八
幡
山
古
郭
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、

小
田
原
城
か
ら
西
山
手
の
方
に
そ
の
曲
輪
部
分
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、「
覚
書
」
に
あ
る
「
○
○
年
以
前
」
は
、明
和
四
年
か
ら
逆
算
し
た
年
数
で
あ
る
。

七　

関
所

小
田
原
藩
領
内
に
は
、
東
海
道
の
箱
根
関
所
、「
豆
州
東
浦
道
〔
熱
海
道
〕」
の
根
府

川
関
所
、
箱
根
裏
街
道
の
仙
石
原
関
所
、
矢
倉
沢
往
還
の
矢
倉
沢
関
所
、
駿
河
道
の
川

村
（
河
村
）
関
所
と
谷
ケ
村
（
谷
峨
村
）
関
所
の
六
つ
の
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
内
、
箱
根
関
所
と
根
府
川
関
所
は
「
公
義
御
留
守
居
支
配
」
で
あ
る
。「
公
義
御

留
守
居
支
配
」
と
は
、幕
府
の
御
留
守
居
が
通
行
手
形
を
発
給
す
る
関
所
を
意
味
す
る
。

箱
根
関
所
に
お
け
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

登
リ
女
其
外
、
手
負
、
囚
人
、
乱
心
者
等
御
留
守
居
手
形
差
出
候
分
、
条
目
有
之

手
形
無
御
座
候
而
ハ
相
通
不
申
候
、
惣
而
左
之
旅
人
登
リ
之
分
ハ
行
を
承
届
相
通

シ
申
候
、
末
々
之
者
ハ
、
主
人
又
ハ
家
来
、
役
人
之
手
形
、
町
人
百
姓
ハ
其
所
々

名
主
、
大
屋
等
之
手
形
、
致
持
参
候
者
多
御
座
候
、
又
手
形
持
参
不
仕
者
も
御
座

候
、
左
様
之
者
ハ
別
而
念
を
入
相
改
通
申
候
、
其
内
欠
落
取
逃
等
仕
候
哉
と
疑
敷

存
候
者
ハ
差
戻
申
候

下
リ
旅
人
之
儀
ハ
、
女
其
外
共
ニ
一
切
不
及
改
相
通
申
候
、
且
又
登
リ
下
リ
共
ニ

武
具
改
無
御
座
候
、
然
共
常
ニ
替
リ
何
と
そ
不
審
之
躰
有
之
候
者
、
押
置
早
速
注

進
仕
候
様
ニ
と
申
付
置
候
、
往
来
之
旅
人
夜
中
ハ
一
切
相
通
シ
不
申
候
、
御
用
之

節
ハ
老
中
ゟ
之
證
文
持
参
ニ
而
相
通
シ
申
候

現
在
と
は
異
な
り
、「
登
リ
」
と
は
京
都
へ
向
か
う
こ
と
を
指
し
、「
下
リ
」
と
は
江

戸
へ
向
か
う
こ
と
を
指
す
。
登
り
の
通
行
人
に
つ
い
て
は
、「
女
其
外
、
手
負
、
囚
人
、

乱
心
者
等
」
は
手
形
が
無
い
と
通
さ
な
い
と
し
て
い
る
。「
末
々
之
者
」
は
「
主
人
又

ハ
家
来
、
役
人
之
手
形
」
が
、「
町
人
百
姓
」
は
「
其
所
々
名
主
、
大
屋
等
之
手
形
」

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、「
手
形
持
参
不
仕
者
」
で
も
入
念
に
取
り
調
べ
を
し

た
う
え
で
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
欠
落
取
逃
等
」
の
疑
い
が
あ
る
者
に
関
し
て
は

通
行
を
許
可
し
な
か
っ
た
。

一
方
、
下
り
に
つ
い
て
は
「
女
其
外
、
手
負
、
囚
人
、
乱
心
者
等
」
で
あ
っ
て
も
、

改
め
る
こ
と
無
く
関
所
を
通
し
て
い
る
。
ま
た
、「
武
具
」
の
改
め
は
、
登
り
で
も
下

り
で
も
行
っ
て
い
な
い
。

根
府
川
関
所
に
お
け
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

熱
海
ヘ
湯
治
之
節
、
大
小
名
持
セ
候
、
弓
九
張
迄
ハ
相
通
申
候
、
鉄
炮
之
儀
ハ
前

以
私
方
ヘ
直
ニ
改
承
届
、
九
挺
迄
ハ
相
通
シ
申
候
、
右
之
数
ゟ
多
ク
ハ
相
通
シ
不

申
候
、
此
段
ハ
前
々
ゟ
右
之
通
相
改
来
申
候

根
府
川
関
所
に
お
け
る
取
り
締
ま
り
で
は
、
弓
は
九
張
、
鉄
砲
も
九
挺
ま
で
と
し
、

そ
れ
以
上
は
通
さ
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
な
お
、
明
和
九
年
の
段
階
で
は
、
公
儀
の

証
文
が
あ
れ
ば
弓
九
張
、
鉄
砲
九
挺
以
上
で
も
通
行
を
許
し
て
い
る（
（1
（

。
享
保
三
年
以
降

に
、
根
府
川
関
所
に
お
け
る
取
り
締
ま
り
が
緩
和
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

仙
石
原
関
所
、
矢
倉
沢
関
所
、
川
村
関
所
、
谷
ケ
村
関
所
で
は
、「
公
義
御
役
人
ゟ

手
形
出
不
申
候
」
と
あ
り
、
手
形
を
発
行
す
る
形
で
通
行
人
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

関
所
の
番
人
に
つ
い
て
は
「
不
残
小
田
原
ゟ
遣
置

申
候
」
と
あ
り
、
小
田
原
藩
か
ら
人
員
を
派
遣
し
て

業
務
を
行
わ
せ
て
い
た
。「
覚
書
」
に
は
、
各
関
所

の
番
人
の
人
数
に
つ
い
て
【
表
二
】
の
通
り
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

【
表
二
】
の
内
、
定
番
が
関
所
に
お
け
る
実
務
を

担
う
が
、
武
士
身
分
で
は
な
く
、
関
所
の
近
辺
に
住

む
百
姓
で
あ
っ
た
。
ま
た
、【
表
二
】
に
は
記
さ
れ

侍
3
2

2

1

足軽
15
5

2~3

2~3

目付
1

定番
3
3

2~3

2~3

者頭
1
1

関所名
箱根
根府川
矢倉沢

仙石原

川村
谷ヶ村

【表二】各関所の番人の人数
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て
い
な
い
が
、
女
性
の
検
分
を
行
う
人
見
女
と
い
う
番
人
も
お
り
、
人
見
女
は
定
番
の

妻
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
定
番
も
人
見
女
も
扶
持
米
を
も
ら
っ
て
実
務
を
手

伝
っ
た
。

定
番
以
外
は
小
田
原
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
員
で
、
侍
と
そ
の
長
で
あ
る
者
頭
が
番

士
で
あ
る
。
目
付
は
箱
根
関
所
に
お
い
て
、
そ
の
業
務
を
監
察
す
る
役
職
で
あ
る
。
足

軽
は
門
番
な
ど
箱
根
関
所
の
警
備
を
行
う
役
職
で
あ
る
。

百
姓
一
揆
の
発
生
や
将
軍
の
死
去
な
ど
非
常
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
関
所
は
一
時
的

な
増
員
が
行
わ
れ
る
。
箱
根
関
所
で
は
「
増
番
者
頭
已
下
侍
拾
五
人
、
足
軽
四
十
人
」

を
「
家
老
一
人
先
右
之
人
数
召
連
、
早
速
御
関
所
ヘ
相
詰
候
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
小
田
原
藩
の
重
役
で
あ
る
家
老
が
侍
を
引
き
連
れ
て
、
箱
根
関
所
の
警
備
に

駆
け
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
根
府
川
関
所
で
は
「
増
番
者
頭
已
下
侍
九
人
、
足

軽
拾
五
人
」
を
「
番
頭
之
者
壱
人
右
人
数
召
連
、早
速
御
関
所
ヘ
相
詰
候
」
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
矢
倉
沢
関
所
他
三
か
所
で
は
「
増
シ
番
一
口
ヘ
物
頭
壱
人
、
侍
六
人
、
足
軽

拾
人
ツ
ヽ
」
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
箱
根
関
所
以
外
の
関
所
で
は
、「
村
々
郷
足
軽
有
之
候
ニ
付
、
左
様
之
節
ハ

下
知
次
第
関
所
ヘ
相
詰
候
」
と
あ
る
。
郷
足
軽
と
は
、
山
間
村
で
狩
猟
を
糧
と
し
て
生

活
す
る
た
め
、
鉄
砲
所
持
を
許
可
さ
れ
て
い
る
百
姓
を
指
す（
（1
（

。
つ
ま
り
、
非
常
時
の
際

に
は
、
郷
足
軽
を
関
所
の
番
と
し
て
召
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

八　

史
跡
や
名
所

「
覚
書
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
藩
政
に
か
か
わ
る
記
述
の
他
、
小
田

原
藩
領
内
の
史
跡
や
名
所
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
現
成
院
様
御
覚
書
」

に
記
載
が
な
い
「
御
陣
場
」
と
「
湯
場
」
を
紹
介
す
る
。

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
征
伐
に
参
陣
し
た
際
の
徳

川
家
康
の
「
御
陣
場
」
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

権
現
様
〔
徳
川
家
康
〕
御
陣
場
之
由
、
相
州
足
柄
下
郡
今
井
村
之
内
ニ
東
西
九
拾

間
、
南
北
百
弐
拾
間
之
屋
敷
、
名
主
市
郎
左
衛
門
と
申
者
ニ
被
下
置
諸
役
免
許
被

仰
付
、
尓
今
名
主
抱
ニ
而
罷
在
候
、
右
之
場
所
城
元
ゟ
半
道
程

今
井
村
と
は
、小
田
原
市
寿
町
四
丁
目
に
位
置
す
る
今
井
権
現
神
社
の
辺
り
を
指
す
。

「
覚
書
」
で
は
、
陣
場
と
し
た
屋
敷
を
東
西
九
〇
間
（
約
一
六
三
ｍ
）、
南
北
一
二
〇
間

（
約
二
一
八
ｍ
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
『
小
田
原
市
史
』
の
記
述
と
一
致
し
て

い
る（
（1
（

。
屋
敷
の
所
有
者
で
あ
る
市
郎
左
衛
門
は
、
諸
役
を
免
除
さ
れ
た
う
え
で
、
以
降

名
主
役
を
務
め
た
と
あ
る
。

現
在
、
今
井
権
現
神
社
の
境
内
に
は
、
小
田
原
市
指
定
重
要
文
化
財
「
徳
川
家
康
陣

地
跡
の
碑
」
が
建
つ
。
碑
文
は
小
田
原
藩
七
代
藩
主
大
久
保
忠
真
の
作
で
、
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
に
藩
士
に
命
じ
て
建
て
た
も
の
で
あ
る（
（1
（

。

「
覚
書
」に
は
、温
泉
地「
湯
場
」に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。
小
田
原
藩
領
内
の「
湯
場
」

と
し
て
、
相
模
国
に
湯
本
村
、
塔
沢
村
、
底
倉
村
、
宮
ノ
下
、
堂
ヶ
嶋
、
木
賀
、
伊
豆

国
に
松
原
村
、
和
田
村
、
熱
海
村
と
あ
る
。
相
模
国
の
六
つ
の
「
湯
場
」
は
、
江
戸
時

代
当
時
に
呼
称
さ
れ
て
い
た
箱
根
七
湯
に
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
箱
根
七
湯
の
残
り

の
一
つ
は
芦
ノ
湯
で
あ
る
。

伊
豆
国
の
松
原
村
と
和
田
村
は
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
伊
東
駅
周
辺
に
あ
る
温
泉
街
で
あ
る
。

伊
東
大
川
を
挟
ん
で
北
が
松
原
温
泉
、
南
が
和
田
温
泉
と
な
る
。
熱
海
温
泉
に
つ
い
て

は
、「
御
代
官
所
湯
場
」
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
湯
治
の
際
は
根
府
川
関
所
で
の
通

行
人
改
め
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

九　

お
わ
り
に

以
上
、「
覚
書
」
の
記
述
を
参
照
し
、
享
保
三
年
ご
ろ
の
小
田
原
藩
を
み
て
き
た
。

各
種
の
情
報
量
は
小
粒
な
が
ら
も
、
小
田
原
城
や
関
所
な
ど
に
つ
い
て
は
興
味
深
い
内

容
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
覚
書
」が
小
田
原
藩
研
究
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、
本
稿
で
は
、
小
田
原
藩
領
の
広
さ
や
里
程
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
紙
幅
の
都

合
で
割
愛
し
た
記
述
も
あ
る
。
ま
た
、
大
久
保
家
資
料
に
は
、
他
に
も
小
田
原
藩
に
関

す
る
未
活
用
の
新
出
史
料
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
調
査
研
究
が
待
た
れ
る
。

謝
辞本

稿
に
お
い
て
調
査
対
象
と
し
た
大
久
保
家
資
料
は
、
大
久
保
忠
旦
氏
の
御
厚
意
に

よ
っ
て
、
当
館
に
御
寄
託
い
た
だ
い
た
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て

は
、
小
田
原
市
立
中
央
図
書
館
の
下
重
清
氏
に
、
史
料
情
報
な
ど
に
つ
い
て
御
教
示
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）「
覚
書
」（
大
磯
町
郷
土
資
料
館
寄
託
資
料
「
大
久
保
家
資
料
」
一
〇
五
）。
な
お
、

享
保
三
年
作
成
の
原
本
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、「
藩
」
と
い
う
文
字
は
、

「
覚
書
」
作
成
時
点
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
用
語
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、

本
稿
で
は
「
小
田
原
藩
」
と
い
う
表
記
で
統
一
す
る
。

（
２
）小
田
原
市
編『
小
田
原
市
史　

別
編　

城
郭
』（
小
田
原
市
、一
九
九
五
）六
二
八
頁
。

「
現
成
院
様
御
覚
書
」
の
一
部
が
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
下
重
清
「
田
中
休
愚
以
前
―
享
保
改
革
期
に
お
け
る
小
田
原
藩
の
酒
匂
川
普
請
」

（『
小
田
原
地
方
史
研
究
』
二
四
号
、
二
〇
一
七
）。

（
４
）
小
田
原
市
編
『
小
田
原
市
史　

通
史
編　

近
世
』（
小
田
原
市
、
一
九
九
九
）　

三
四
二
頁
。

（
５
）
堀
田
正
敦
等
編
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
一
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
五
）
三
三
九
～
三
四
三
頁
。

（
６
）
下
重
清
『
小
田
原
藩
』（
現
代
書
館
、
二
〇
一
八
）
七
六
～
七
八
頁
。

（
７
）
貞
享
三
年
の
領
知
目
録
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、『
小
田
原
市
史　

通
史
編　

近
世
』

三
四
一
～
三
四
二
頁
を
参
照
。

（
８
）
前
掲
注
（
４
）、『
小
田
原
市
史　

通
史
編　

近
世
』
三
四
一
頁
。

（
９
）
引
用
史
料
の
う
ち
「
北
条
家
之
節
之
城
ハ
今
之
城
地
続
後
、西
山
手
之
方
へ
か
け
、

曲
輪
部
相
見
ヘ
申
候
」
以
外
は
、「
現
成
院
様
御
覚
書
」
に
無
い
記
述
で
あ
る
。

（
10
）
丹
治
健
蔵
『
東
海
道
箱
根
関
所
と
箱
根
宿
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
九
）
一
二
八

～
一
二
九
頁
。

（
11
）神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室
編『
神
奈
川
県
史　

通
史
編
二　

近
世（
一
）』（
神

奈
川
県
、
一
九
八
一
）
二
八
二
頁
。

（
12
）
前
掲
注
（
２
）、『
小
田
原
市
史　

別
編　

城
郭
』
二
八
四
～
二
八
五
頁
。

（
13
）
現
地
案
内
板
に
て
確
認
。
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